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資料A

精査中
八ﾂ場ダム建設事業総事業費内訳(案）

(金踊 而方侭）
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資料B

精査中事業費の主な増要因(案）

※項目の金額については､精査中です。
※上表の増額は､今後のコスト縮減を見込んだ上での額です。
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精査中
前回(5/20)提示額から今回(6/28)提示額の変更内容について

事業費の主な増要因(案）
（単位3億円〉
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1．1刷徽化による蝋麓

｜'‘1.’大規換地識に対する謝霞性猫照壷による“
1．21測係掘間との測整簿による蛮亜(埋蔽文化財対応など）

’1．2．1埋灘文化財の誠穏結要を鋤まえた勤壷施睡の拡大に伴う端

1．21測係掘間との測整簿による蛮亜(埋蔽文化財対応など）

1．2．1埋澱文化財の誠摺結粟を謎まえた勤壷施睡の拡大に伴う端

12．2事紫者騨間係曝間との翼整による構避や施工計圃の見渡しによる増

｜付慨鉄通

｜景勝地の保全

1．2．2事議者騨間係曝間との漠蓮による構遥や施工計圃の見糎しによる増

｜付慨鉄通

｜景腸地の保全

コスト網減(バラスト存置)による減[約－104憾円］

2.地すべり等安全対策に係る婆因

2.1地すべり等安全対策による変更

’2.1.1湛水に伴う地すべり等の対策喪の増

’2.1.2湛水に伴う代播地地区の安全対策蕊の塒

3.現地状況の変化に係る襲因

3.1地蜘蕊件の明硫化蝉による変更

3‘ '1．1現地地獄条件の変更簿による塒

本体掘削における土質区分の変更等

本体掘削における土髄区分の変更等(グラウチング）

貯水池伐採範囲の輔査

地すべり対策等に支薄となる水没枢梁の撤去

，冊材ブラントヤード塾礎地聲の土貴改良

水理模型実賎による減勢工の寵吏

遡股Ⅲﾘ臓物(脱水ケーキ)の処分

町追工瑚における珊池輔蚕に伴う柵通の変更

管理汲僻#ﾅ剛の轆澁による変更

盛土材削連の叶闘変更

代裕地の基繋整崎内容の具体化による変更

･コスト縮減(遡択伐採)による減[約-11.0偲円］

一
○
ｍ

3.2用地取榊篭航簿による変更

3．2．1用地制約に伴う運搬ルート変更等による増

｜本体工率における用堆交渉に伴う運鎧経躯の変更
｜用地交渉鮭航に伴う裁決申鯆画書作成等

3.2.1用地制約に伴う運畿ルート変更等による増

｜本体工率における用堆交渉に伴う運鎧経躯の変更
｜用地交渉雌航に伴う裁決申鯆画書作成等

｜
｜

’

4．自然災害に係る要因静

’
4.1洪水や大曾対応による麗奨

’4,1.1今彼の洪水や大雷対応等による端

毛
一
遍
一
釦
一
銅

1･10値円難位のまるめ〈不測の率態への備え)による減[約一“徳円］

5.社会艤済的蕊因

5．1公共工蛎間蝋吋i価の変化簿

消劉税(10鮎－8％)変更に伴う城[約-1.6臆円］
ｺｽﾄ輔減に伴う減[バラスト:約壺3.2惚円､選択伐採:約-3.5億円I
トレンドの兇面し(H25-H27からH25-H28の傾向)による減["-272催円］

5．1．1 公共工事側迩単価の変化 247 1 30.鯛 －35 212 1 29，輪

6．12一触管理雛等の改定による変更 －1 1，コスト縮減に伴う減〔バラスト;約-0.4碓円､選択伐採;約-“徳円］22 1 2醜 21 ： 3.0m

蛸敷税率(1096-896)変更に伴う減[約－10傅円］
･コスト縮減に伴う減〔バラスト:約-0.4億円､遮択伐採;約-“偉円］

5.2消擬税率の変Ⅲ5.2消擬税率の変Ⅲ 49 ； 6,2粥 －” 32 6 4‘5闇

合計

※合叶皷については、四猫五入の関係で一致しないことがあり誤す｡

800 i l的覺 -800 720 1 100

※項目の金額については､糟査中です轡
※上表の助額は､今後のコスト縮減を見込んだ上での額です。
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事業費の主な増要因(案）
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業費の主な費 増要因(案）要因
雛

事､蝉霧 仁亙□
ｰ一 弓一一

1．1耐涯化による変更(大規模地震に対する耐震性能照査による変更)…(約3億円）

■本体関連構造物(ゲート部等)の耐震性能照査を実施したところ､門柱部の補強対策が必要となる可能性がある
ことが確認されました。このため､他ダムの事例をもとに､門柱部の鉄筋量の増加を想定し､その必要額を計上
しました。

,ざ

膝了
寓蘓 1

I

鬘
画

ケート門裳鯨
(鉄筋量の変更）

一
○
“

ｰ

(左岸） 〆 （右岸）ー

》

』
ｑ

即
▼
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寺
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Ⅲ

１

１
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１

１

』
８
０
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『デ『ず
一

【 ﾛ

『奪真:確雨ダム(下讓画

型 ’ 〃鰯

ロ 参考‘溌襲性能照議フロー》

①想定地溌の選定

劃’
＃ ･文献資料等の鯛壷・惣定地震の選定

一
一

’②レベル2地震動の設定

‘・想定地震による地震動の推定
※レベル2地獲動の推定方法は、「ダム距離減表式」
を用いる経験的方法によることを基本

､

、、
－す

、
H20年度、H28年度『蔓ム距離減衰式」改定

’I ③ダム本体の耐濃性能の照鷲

･謹形動的解析や損傷過程等を考恵した地溌応答解析
を実施し貯水機能が維持されることの確潔や修復
方法等を検討

、

鉄

･放流設構のゲート等の関連構造物に損傷が生じた
としてもダムの貯水擾能が錐持されることを確認

門柱鋒のコンクリート1,3当たりの鐘鉄筋量
を埴やし思琶重性能を砿係します．

堤体上流面綱

④関連構造物等の耐涯性能の照査
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’ 費 増事業 の主な主 案（ ）要因 ￥ r雨画一

1．2関係機関との調整等による変更(埋蔵文化財対応など）

（埋蔵文化財の試掘結果を踏まえた調査範囲の拡大に伴う増)…(約67億円）

■第4回基本計画変更以降の調査の進展及び新たな試掘結果を踏まえ､調査面積等が増大することとなりました。

■また､複数の地層から遺跡や出土品が発掘され､調査費用が増額している事例を踏まえ､既存の調査実績単価と
調査残面積から今後必要となる埋蔵文化財調査費用を見直しました。

断面図《三平I遺跡〉※複数の地謄から遺跡が発掘されたため罵鯛萱費用が増加した事例 (三平I遺跡）
地表

、ざ
疹延亀 5画

一
つ
垂

'逸暫ム八

謡糊② 趣 戸
倉②平安時代の住居跡 ③縄文時代の住居跡 p区代晒鎗①発掘箇所全景 役

ヨ

夕
グ

FF

’ 林
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言

・

一
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函

、
α

画
一

頃
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ｒ
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〆
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ピ
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鞄

願 後”Lロ

題
色色

腰鯵勇諺
グーグー

皿鹿島i発掘事例:長野原一本松遺跡 渉翰
式

認
一

凡例

■■■ ：贋査の姓大(潟加)範剛

■■■：現計圃範囲

『~~．：包戴地
へへ河川予定地

／

例；川原渦勝沼遺跡
､

司
猫

堵
口

芦一一一一

|横壁 や帯鞠 ＝妻

か
古墳時代の遺物 縄文時代の遺物噴種麹区代惨地

輸査中
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鴎事業費 主 増要
＝ 、

1．2関係機関との鯛整等による変更(埋蔵文化財対応など）
（事業者等関係機関との鵠整による構造や施工計画の見直しによる増(付替鉄道)〉｡"．(約了2億円）

■旧鉄道施設が水没した際め影響調査を実施したところ､枕木が防腐処理されていることが判明したため､関係機
関と調整し､水質の保全に万全を期すため､枕木等を撤去をすることとしました。

■また､PCBを含む電気機器については､旧鉄道施設の一部として引き渡しを受けていることから､処分費用を計
上しました。

Cポリ塩化ピフェエル(PCB)が含まれる電気機器については､関係法令にもとづき､一時的に保管後､適正に処分す愚こととしています。
公谷

ﾆｰﾆｰ ｮー

旧長野原変電所内のPCBを含有する電気機器111
"
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○枕木等については壱廃棄物処理法にもとづき､適正に処理します。 枕木“鎮路等の撤去イメージ

－
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’ 輸査中

事業 主 増要な増要因(案）案因の

1 2関係機関との調整等による変更(埋藏文化討対応など）
（事業者等関係機関との調整による構造や施エ計画の見直しによる増(景勝地の保全))…(約8億円）

■名勝吾妻峡の景観の保全について､文化庁長官の回答を踏まえ､学識経験者等から構成される委員会に諮り
検討を進めた結果､周辺景観とダム等の構造物との調和を図るために､ダム堤体等の構造を一部変更する必
要が生じました。

O周辺儀柵とダム簿の糊造物との鯛和を図るために変更した主な項目
(参考）景観性に関わる評価項目(鯛和を図るための観点）

’愛更項目 変更内容 劉和の観点 配慮の考え方 措置要濃

⑳ﾌーチング ･大雪さを小さく､形状を同じ高さに揃える 小さくする､揃える 雛ぐず・(見えなくする）

景観的なインパクト
を軽澱

糧々の要素に
関わる事項饗ケート徹作室(下流面） 小さくずる‘輻､高さを小さくする

.ビアと幅､形状を揃える
小さくする
揃える

半
一
一

ぼかす

諺ケート操作室(上流面） ･形我I毫丸みをつける(ぼかす） ぼかす
揃える

関係性を整え.無秩
序な瓢象を与えない
ようにし､ダム景観
全擁としての景観的
影馨を軽減

，導流壁の幅をビアと幅を揃える鞭導流壁 整える
要索同士の関

係に関わ‘る事
項

まとめる

塾堤休下部埋め濃し '左右岸で埋め漢し形状を揃え愚 揃える
整える

｜
’

齢ケート澗りの蝋勾鯛 ，堤体上流面の法勾記を揃える．
剛ヂート棚りの法勾鯛をビアの外側まで延ばす(整える）

繋える 溶け込詣せる

変更項目

＝弓

堤体上流面

講塁■0句車

‐

こ

凸型
＝毒、

』一

Ｊ
ｌ
ｌ

ｌ
卜 戸

一一ー‘ 一▽丁索一一一 r一一一ざ

1万一チング

雲ケート操作室
(下流面）

③ゲート操作室

(上流面）

唖溺硯駕

⑤堤体下部

埋め戻し

畠ケート周りの
法勾蕊



事 費業 の主な増要因(案）案要

2.1地すべり等安全対策による変更(湛水に伴う地すべり等の対策費の増)…(約96億円）

■現計画では、平成21年に定められた新たな技術指針※に基づき､当時得られている情報等をもとに最大限の範
囲を想定し､地すべり等の対策費を事業費の外数として整理していました。(従前から対策を予定していた3箇所
は現計画に計上）

■今般､専門家の意見を聴きながら地すべり等対策の必要な調査等を進めた結果､従前3箇所を含む6箇所の対
策が必要であることが判明したことから､必要な費用を事業費に計上しました。

○地渦り検討‘対策箇所一覧 ダム検醒難
｢－~1:地すべり対策ヱを必要とする可熊性がある地区
｢=~1 :索圃総嬢積物料壷対策工書必蕊どする可能性がある地区
●O:対蒙必要鱈蔚 ○○：対策不要箇所

対策エ法
地区名

（案〉

二社率(1'1”》樽塗篭ェ

蝋i馴紳》 籾塗篭工
I#土エ

小粛(橘離〉 神さえ盛土工
鋼僚抗エ

閏辨(“'栂婁謹ェ
久撫沢(林） ：櫛さえ盛土エ

久々戸(畏野源〉棒さえ盛土工

川原畑①樺さえ盛土エ

川原聖②押さえ盛土工

川原渦 押さえ盛土エ

櫓壁 押さえ琴十王

林 押さえ毒十王

霊図踊

現針画で

見込んでいる地
区

重
個

ー■■＝■

鮮細検射Ⅱ
』

－
９
魁 』

地
す
べ
り
騨
剣
論

噂二社平
勝沼

川原畑久鴬沢
|押さ兇盛土工!’

１
１
１

憎針(索)に篭づく
点検の総果

迅加された地区
魎
函
函
一
函

‐
怪
」
’
一
一
」

I来囲紬埋檎倒‐

魁遜溌健再や‐や

テミ慾
蛙‐

、
函

＝

認ュ一宇里竺誼■

釘珂 林へ”
＝‐

、

彦浄－－ ／
払
些

三
口

＝

一
〆

熈
、
》 野V |地すぺり対策(ｲﾒｰジ図) ’〆ｰ' I

雷
一
一
一
ン

久々戸
、

１
１ 川|踊溺

Q
ー 地すべり土壌の末鎧部に盛土を行うこ

とにより､地すべり溝動力に抵抗する力
を増油させ､地すべりを防止

地すべり土塊の頭部の荷宜を除去す

ることにより地すべりの滑動力を低減さ
せ､地すべりを防止

小倉
(対策済）

圃
一． I

ロ
叩
叩
叩蔚翻、画

■
同
■
■
輝

圭
鯉
一

Ｆ
伽
剛
』

らﾛ－ ■

O鮒たな術針燭の主な内容
1,,航幽ﾚｰサｰ測麺による地謬判隣⑳鯖漉向上
2’禰捌風ボーリングによるすべり樹靭癒qIWW膳向上
3，燐蝋流解析によ愚棚隙水窪の残留率の鞘遊向上！

！

｜
’
I

※鮒た綱H針:『貯水池周辺の地すべり溌査と対箪に関する披術揃齢〈業)･悶剛脱j平成21年7月園土交通描河1M局治水隙 押さえ盛土工(イメージ図）排土工(イメージ図）

No.5

麹すべり

岨すべり

漣すべり

地すべり

地ずくり

砲ずぺり

来園鞠埋糟！

素因帖埠郷

栄函館睡稽1

来困帖堆秘仙



事 増要業 主の

2.1地すべり等安全対策による変更(湛水に伴う代替地地区の安全対策費の増)…(約44億円）

■現計画では､平成18年に改正された宅地造成等規制法に定められた基準に従い､当時得られている情報等をも
とに 大限の範囲(5箇所)を想定し､代替地地区の安全対策費を事業費の外数として整理していました。

■今般､専門家の意見を聴きながら安全対策の必要な調査等を進めた結果､5箇所の安全対策が必要であること
が判明したことから､必要な擬用を事業費に計上しました。

ヨ安全対策

崗
(イメージ園）

P砂I!’

○代替地地区の安全対策一覧q

銀

地区名 ｜対策工法(案） グ

杭を不動地盤まで貫入し､地すべり土製
の滑勤力を杭で抑制し､地すべりを防止

ぷ

戴
幽

畢堯苧=一

露瀞
抗工(イメージ図）

＝

盤内にアンカーを定蒲審せ､地すべり潟

動力をアンカ＝ぬ割り､力で抑え､地すべ
りを防止

宅地｝ アンカーヱ(イメージ図）
平成18年に宅地造成等規制鶏が改正され賃新規宅地造成に係る耐霊性を確
保するための技術選準が嬢律上明確|重なった宮 少ロ喝む2‘雰騨

函

聞噸遺土盛田



事業費 増主な 案因（要 ）の

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(本体掘削における土質区分の変更等))…(約41億円）

■ダム本体の基礎掘削の進捗により､掘肖1面の詳細な地質情報が明らかとなり、当初想定より硬い岩石の割合が
多いことや､除去が必要な弱層部が想定より深かったことなどから､これらにかかる掘肖l1費用等が増額となりま
した。

【断面図】 弱層部の追加掘肖リ(左岸） (右岸）

＝三一一 laZ="-

例【A断面I【EL58
q■再■■＝垂室＝＝＝

＝

〔ダム鑿》

ｆ
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Ｆ
Ｈ
Ｄ
■
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■
Ｆ
１
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Ｉ
Ｉ
■
卜

４
１
１
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１
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．
■
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■
Ⅱ
８
５
Ｊ
■
Ⅱ
■

凡例掘削範囲

口：当初

R;追加

一

一

学
笙
壹
〃
ノ

【A断面】

硬い岩石の割合が増加

■ 例【地質断面図(EL580m)] /

〆

流）
ー些一

(上〃

（下流）
－－

／

ｼ侭
、-

電巫鯵／ I

※A断面を､右岸から左岸方向にみた図

※EL580mの断面を､真上から真下方向にみた塵

O塑弼の理定

冑L蝋の枠内力曙芯の分布鱒麗鍾ヨ

O麺の状塊
聯い範麓が砦石の分布遥鴎

’
弱層部の分布状況岩石の分布状況

NC簿7

凡例岩石範囲

F~可:当初

に二コ：変更



事業費の主な増主 案(案）要因因 ・
剃
一

3. 1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(本体掘削における土質区分の変更等(グラウチング))>…(約3憶劉）

■ダム本体の基礎掘削の進捗により､詳細な掘肖ﾘ面の地質情報が明らかとなり、弱部補強及び遮水性の改良の
ためのコンソリデーショングラウチングを施工する範囲の見直しを行いました。

○コンソリデーショングラウチング範囲(弱部補強）

帝＝ ’一

一一一

斗

“

(左燦） (海岸）

ーー－－－一一一一

I－－

※真上から真下方向を見た図面 一

【平面図】

補強

鯛
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杢
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一△一口

事 費 増業 主な増要因(案）案要因の 「凧§

3"1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(貯水池伐採範囲の精査>>…(約36億円）

■貯水池内の樹木伐採については､ダム管理上の観点から必要 低限の範囲とする計画としていましたが､悪臭
などの代替地周辺の環境及び船舶の通行等に影響があることが判明したため､伐採範囲の見直しを行いました。

樹木の伐採範囲について0
当初 変更(追加範囲） 篁珊合の

伐操面禰

･出水後､水位が下がるとゴミや

木によって悪臭を発する。
．残置樹木が支障となって流木タ
が行えない．

･管理上の問題として､船舶の遡
に支障が生じている。

＜＞

,近接する住民生活這塊への影
･観光資源としての価値低下

庵視点蝋からの可撰範囲を対象
"常時満水位以下慰誠路への影響のない

水位蟻以上を伐採

めより下流雷対叡
水位以下を全伐採

伐採対象
範囲

堂
の

墓璽璽蔓些＝=莞露83凧
後採対象
鋤イメージ

綴
且

:伐欄範囲

茨舷路への影
《近師年にお

､水位(乱54@4m)
粒の平均水位EL'552.1m!から水腫両用パス喫水嵩1,2mと樹木高10.5mを考慮した水位〉

遥
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輔査中



｜輔査中｜

｢雨i詞事業費費 な増 案主 (案）要因の

3．1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(地すべり対策等に支障となる水没橋梁の撤去))…(約11億円）

■存置を予定していた水没する既設橋梁について､地すべり等対策の検討などが進捗し､施工の支障となること
が判明したこと等により､橋梁の撤去が必要となりました。

撤去橋梁の概要

一

…

輔踊』

－蕊
醗己

ユー

I．
畷一，吾

ヨ

フ
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〃 汽写墓些湯原橋
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．
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ｌ
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癌
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へ

謀

､今3.墨…．
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｜糖査中

I~WT
１
１事業費の主な増要因(案）案要因

3.7地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(骨材プラントヤード基礎地盤の土質改良))…(約2億円〉

■骨材ブラントヤードの土地造成については､現地の地山の切土土砂を盛土材として流用することとしていました
が､地山の切土に一部軟弱土が含まれていたため､土質改良が必要となりました。

骨材プラントヤードの土地造成

一

…

“

軟弱土の状態

雄

磯

隙寮縄1

ユ 毎一

≠L
u

溌圭

＝ ｰ

山
一一

▽

一

安
一塞

ぐ
角

』
毛

軟弱土に生石灰を混合し土闘を改良
(スタビライザを用いた固化剤(生石灰)の混合状況）
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’ 繍査中

業費事 案要因
＝

一一塁二皇

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(水理模型実験による減勢工の変更))…(約18億円）

■水理模型実験により､放流水を減勢させるための構造の検討を進めた結果､減勢工構造の見直しが必要となり
ました。

O滅勢工⑳見直し項目

見直し理蜜見直し項目

流認の蚕驚誉鶯的とし､逆流域を形成･増大させるため､側壁の形状を斜めに開いた形状とした<諺側壁の形峨
四一一一一■一一＝一色生輔一一r一一晋一一 ■

放流1割:あ畷鴛畿蕊けない嵩さ･軌速い流速噌の越水を避ける簡さ確保した
■マーーヨL ■ ー =戸雪F 画

轡側蝋の篤鳶
一卓

鋳シルの股涜 流焼の安寵雀目的とし､強制的に跳水雀発生させるためのシルを詮置した

流規の安定毒量的とし､強制的I屋流れのエネルギーを滅勢させるプﾛｯｸを設霞した④ブロックの設置

翰訓ダムの嵩上lヂ

~

~

錘

~－－ー－＝蓉一~~~一~ ~~･~~一一 --~~マー ．’ ．‐ ｰ~ ｰ .． ‐ ‐･~一一一一~~ ‐.一一 ．‐ ー ‐~‐．~‐ ‘‐一一~一

流職の霧臘携鬮的燭し､喪瀧した跳水を発生させ･るた釣の減勢池水位を確保するために副ダム畜溺上げした

b

，-綱
露謝壁の満さ

i職ｊ
Ｔ
Ｊ
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a学ざ断面

謬亡蟹、M伽

aj

雛蕪蕊』

④ブロックの股置

~
4
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ゴ

b-b'断面 ｜⑤剛ダﾑの嵩上げ
＝I ③シルの股置
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業費 な増要因(案）案要因事 主の ｜N◎卜13

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(建設副産物(脱水ケーキ)の処分))…(約16億円）

■ダム本体工事に伴い骨材製造設備及びダムサイト濁水処理設備から発生する建設副産物(脱水ケーキ)につい
ては､盛土材への利用を予定していましたが､他ダムにおいて産業廃棄物として処理する割合が高いという実績
を踏まえ､八ｼ場ダムにおいても環境基準値を超過した場合を想定し､産業廃棄物としての処分費用を計上しま
した。

濁水処理設備 脱水ケーキ

１
１

川隙畑

一
岬
。

輔査中



｜糀蚕~中｜

［両面詞事業費 主 要因
砦

3．1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(町道工事における現地精査に伴う構造の変更))…(約8億円）

■付替町道の－部区間において､ボーリングを実施したところ､推定岩盤線の位置が想定より深かったことから､当
初計画していた補強土壁工法から､他工法(鋼製桟道橋)に変更しました。

慾 ～ 爵
、

●推定岩盤線が当初想定していた深度よりも大幅に深し粒置にある

●補強十壁丁う喪の 高20m)を超貢

樫 ／／ ●工法変更により掘削規模が減少するため､仮設時の斜面対策が不要になる

崎r
一
潤
一

重み襖
匡詞磁土壁工迭

唖

鰹 一二鐸も
ｰ

諺

'

ｰ＝琴争＝毎
町遭

苫
『

、』

整迩童墨塑睡へ整迩童墨塑睡へ

I

夕夕 〆
ジ

グ

推定麺練
【当初】鐸鍔認舜

【変更】

14戸
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事業費 な増主 (案要因 ）の

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(管理設備計画の精査による変更))…(約10億円）

■現計画では､他ダムの事例を参考にして必要な施設を見込んでいましたが､その後､東日本大震災後に改定され
た要領等に基づき具体的な検討を行った結果､非常用発電設備や放流警報設備の追加等が必要となりました。

－－－

I

１
１
１

１
１
１

【放流警報設備】

現地調査及び吾妻川の既往洪水を踏まえた放流警報区間
の検討の結果､下流域の沿川住民や河川内利用者等に不聴
区間が生じないように警報局の箇所数が変更となりました。

【非常用発電設備】

東日本大震災での停電実績を踏まえ､停電の想定期間が3
日から7日間に変更となりました。

また､基準に基づく非常用電源設備の増強､及び必要な燃料
が確保できる設備に変更となりました。

一
噛
恒

14局→29局

1台→2台
※当初は､主要箇所(支川の合流点等)に放流警報設備を設置する

計画でしたが､現地調査の結果､河道沿いに公園や釣り場等の点在

が確認されたため､警報範囲を拡充しました。また､周囲に民家が
多く騒音問題が懸念される箇所への対策として､スピーカとサイレン
の併用に見直しを行いました。

÷雫弓一毒
"

届

干
心

１
１

非常用発斌機2台
三■■一

ゲート設備及びダム管理棟
に電力を供給し機能を確保

’’
一 一 .ご－一一一
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｜繍査中壜_空」
匝璽画事業費の主な増要因（主 要因 案）呈鄙

＝

8.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増〈盛土材調達の計画変更))…(約41億円）

幽流路工の盛土材は他事業からの受け入れを想定していましたが､土砂の受け入れ段階において､必要な受土
量が確保できなかったため､新たに盛土材の確保(採取､運搬)が必要となりました。

■■■■■■■■■■■■■■■■

流路工（感土）・土砂採取予定箇所位撒図
ｉ
一
‐

一

他事業からの発生土砂の受け入れを想定

一
胸
“

匿倒閏隔

施工段階において､土砂の

鍬繊脚期な受入時期等が
あえば受け入れ可能

＜ﾉ？

|(土砂錨鼠ｴ事， ’(土砂鋪鼠ｴ事） 霊盤王

L
土砂の受け入れのイメージ図



｜精査中｜

「祠詞事業賛 主な増要因(案）案要因の

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(代替地の基盤整備内容の具体化による変更>)…(約1e億円）

■代替地地区の基盤整備内容が具体化したことにより､重力式擁壁の延長の増加や地質精査よる擁壁基礎の地
盤改良(置き換え工)、盛土法先部の地盤改良(セメント改良工)が必要となりました。

|横壁(小倉)地区I

断面図

A-A9断面

① ④
一
悩
挫 重力式擬製

|横壁(車･中村)地区’
断面図
B-B'断面

、③
地鐙改良(セメント改良工）

1廷
盛土

三

ー

三
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事業費 要の

3.2用地取得難航等による変更
（用地制約に伴う運搬ルート変更等による増(本体工事における用地交渉に伴う運搬経路の変更))…(約12億円）

■想定していた土砂搬出先の用地取得に時間を要したことにより､別の残土置場への運搬及び運搬路整備が必
要となりました。

変更項目 変更理由 唾

夕
＝

購痂瞭圃
役

【温井沢:13km】値､

川原畑
①残土垂

羅土置場⑩変箆
虎戸

O残生鯉鮎想定していた水没地内の用地取得に時間を要し､別の残土篭
場零への遡搬が必要となりました．

堵【打越】
（二次盛土）

＝

土砂迩搬路(臓郷胤梁>の補強 ○熟土置嶋へ還搬す愚ため､鰯t叙ﾝプに対応する既設樵蕊の補強力《新たに
必要と瀧りました。

喬痔一
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〆

残土置増
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Z｡9km】
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【仮設備.2．3
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‐宜一

既般機典の補強(25tダンプ対応）
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||~鶴…｜
「雨嗣事業費 主 案）要

｢~ ‐‐

弱｜|翌画

三

3.2用地取得難航等による変更
（用地制約に伴う運搬ルート変更等による増(用地交渉難航に伴う裁決申請図書作成等))…(約0.5億門）

屋水没地等における未取得用地について､任意協議と並行して適切な時期に収用手続きを進めるため､土地収用
法第35条に基づく立入調査(土地測量､立木調査等)、36条に基づく裁決申請図書の作成が必要となりました．

恥
、
§
瀞

土地収用法の手続きの主な流れ
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”主な増要因橇費 主 要因 零事業

4“1洪水や大雪対応による変更(今後鰯洪水や大雪対応等による増)…(約8億円）

蓮 自然災害により､工事現場等の復旧が必要となった実績を踏まえ､今後の自然災害の発生を想定し､復旧費用
を計上しました。

》
“
『



事業費 主な増要因(案）要の

5．1公共工事関連単価の変化等(公共工事関連単価の変化)…(約212億円）

■現事業費は､第4回基本計画変更時の単価(注'をもとに算定しています｡新事業費(案)については､その後､平
成25年度以降の変動を踏まえた費用を事業費に計上しています｡(注2(約154億円）

■また､平成25年度～平成28年度の傾向から､平成28年度以降の単価の変動を推定し､今後に備えるための費
用を事業費に計上しました｡(約58億円）
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１ 実線部:H28年度以降はH27年度単価
点線部:H28年度は実績単価､H29年度以降はH25～H28年度の傾向による推定
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90

一

H24年度

100．0

H25年度

118．2

H31年度

152．7

H26年度

126．9

H27年度

130．8

H28年度

135‘4

H29年度

141．2

H30年度

146．9－労務単価

100.0 100.5 1"｡4 112.4 116.7 122,1 127.5 132.9

－学･一鴬赫澱

、& 機械継綴

100｡O 100"4 1"",.1 .103,3 101.4 1017 102. j iO2､ lI

l00.O 100.0 10a1 103.1 105．2 106.9 108"7 110.4

注1;第4回基本驚画変更時の単価は諺ダム検鯉時に蝉寵した平成22年度単価を採用している鍔
渡2:平成22年度から平成灘年度までは大きな蝋価の変動力性じていなかったため建平成24年度単価を蕊嫌として算出を行った。

■年度別単価上昇率(労務､黄材､機械経愛等）



＝ －

口
一

事業費の主な増要因＜案）案主 要因

1公共工事関連単価の変化等(一般管理愛等の改定による変更)…(約21億円）

平成27年度の国土交通省土木工事積算基準等の改定により､一般管理費等率が約20％､現場管理費率が5％、
設計業務委託等の諸経費が約5％増加しました｡平成27年度以降の工事等に改定後の積算基準を反映させた
ことによる増額が生じました。
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（イメージ脚）
■御醸顛

一宇般管即翻等識'の改定Q
●

堺
恥
唾
誕

一
躯
蟹
遼
糞
辱
悪
《
蝿
）

■雰碁覇＝ ﾛ刃

I 一般管理費等

ご禦逵
L

人材育成・確保等の必要性を踏ま

えた適正な利潤を確保するため、一
般構理費等率が改定されました。

一般管理費等
一
潤
め

（
鶏

､溌の

●●
be
●●

．熟、
●●

◆ ●
●

●

◆

｡

●

”

§”万

窯13一般管理礎等：工事臆｣二にあたる企柔の継続遡鐡に必嬰な費用

一

1唖唾一

§侭

剰載睡【工竃漸■

’
復
●
さ
■
５

可

共通仮設識 白

な
●

■

？

1

ｰ

率
恥
皿
蕊
顕
恥
郷
恥
娠
寵
睡

現
珊
審
理
費
事
〈
異
）

現場管即瞥躍の改定 纂
睡
串
庫

岬
竃

■
泣

一
一工

戦
原
価

現燭管理蟹
純
工
率
鐙

一般篭珊識等率の改定に伴い、

現湖管理費の外注経磯（外識する
際の一般管理徴等）についても合
わせて改定されました。
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星
雲事業費 な増要因(案）案要因の主

5.2消費税率の変更…(約32億円〉

■現事業費は消費税5％を考慮したものでしたが､平成26年4月以降については､8％に変更しました。

消費税率の変遷(消蕃説率）

一
“
。

平成26年4月
8%

10％ 今回見込んだ

消費税平成9年4月
5％

■
平成元年4月

3粥

5％
－
１
１

＝

前回まで見

込んでいた

消費税L■■
＝

～

0％ 一ゞ 1■■■■■■■■■■■■■■一■■■■■■■■■■■■■■■■■－

昭和61年平成3年 平成8年平成13年平成18年平成23年平成28年～



資料D

精査中

ｺｽﾄ縮減策一覧表(案）

(単位:億円）

131

縮減内容 縮減額

1．工事の設計･施工等の見直しに係る縮減

1．1本体工事のための工事用道路の幅員等見直しによる減

1．2他事業の建設発生土を盛土材料に有効活用することによる減

▲ 7

▲ 4

▲ 3

2.管理計画等の見直しに係る縮減

2．1貯水池内伐採を選択伐採とし､伐採範囲を緒小したことによる減

2.2水没区間の旧鉄道施設のバラスト撤去黄用の取り止めによる減

▲ 22

▲ 12

▲ 10

3調査･設計等の精度向上に係る縮減

3．1地質調査等の精度向上に伴う貯水池周辺における地すべり等の対策の減

▲ 47

▲ 47

合計
▲ 76



’’誕鍾藍 輔恋中

縮減策 案（ ）卜 鷲ス． 溌瀦 鐸

Ⅱ

コスト縮減の取り組み【1/5】

1．1工事鋤設計卿施工等の見直しに係る縮減
〈本体工事のための工事用道路の幅員等見直しによる減)…(約▲4億円）

■ダム本体の掘削残土や地すべり対策などの工事用道路において､大型ダンプ(25t及び40t)の対面通行ができる
道路拡幅を計画していましたが､施工計画を照査(実車と空車の通行区分け等)し､①橋梁補強箇所の肖ﾘ減､②
対面通行から交互通行へ見直し､③仮設橋梁の構造変更を実施することにより､コスト縮減を図ることとしました。3）

①橋梁補強簡所の剛減
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｜霜一査中 ’

■■■■■
謎必篭雫尋 鳶菫

縮減策(案）案コストス 諜遷 鰯 ’＝．画

コスト縮減の取り組み【2/5】

1．2工事の設計庭施工等の見直しに係る縮減
（他事業の建設発生土を盛土材料に有効活用することによる減)…(約▲3億円）

■盛土材料を現場内採取で賄うこととしていましたが､関東地方整備局管内の他事業等の建設発生土を本工事現
場に搬入してもらうように他事業と調達時期等についての調整を進め､土砂採取･運搬経費等の縮減を図ることと
しました。
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一二 ーj浬壷 一一 ~~＝

1輪査中 ’

縮 策 案コストス ｌ
‐
；

ｺｽﾄ縮減の取り組み【3/5】

2.1管理計画等の見直しに係る繕減
（貯水池内伐採を選択伐採とし､伐採範囲を繕小したことによる減)…(約▲12億円〉

鷺貯水池内鋤樹木伐採鮠囲について､上流部では視点場からの不可視範囲を対象として樹木を存置することとし、
それ以外は航路への影響のない水位以下の樹木は存置することとし､コスト縮減を図ることとしました。

O樹木の伐採範囲について
l |’ 凡例

I

’縮減前
一

約1獅緬

縮瀧後
一

約|78ha 一
■
。

(縮減前)伐採範囲

〈縮減後)伐採範囲

存置範囲

伐採面積

､視点蝋から録可視範囲を対錐
，流木止鞠より上流で､常時満水位以

下、銃路への影霧のない水位※以上錘闇
伐採鰄療
範囲 噌常特瀧水位以下を全伐採

》
鐸
曇

詮
嬬

40
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縮減策(案）策 案コスト
＝ー－

－角

ｺｽﾄ縮減の取り組み【4/5】

2.2管理計画等の見直しに係る縮減
（水没区間の旧鉄道施設のバラスト撤去費用的取り止絢|こよる減)…(約▲10億円）

■水没区間内の旧鉄道施設は全撤去する計画でしたが､線路施設の取り扱いについて､環境調査結果及び薄関係
機関等と調整を踏まえ､バラストを存置し､コスト縮減を図ることとしました。
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糖査中
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パラストの存置延長L二5,600m



■ ’ ’糒賓中

縮減策(案）策 案卜コス ’霧

ｺｽﾄ縮減の取り組み【5/5】

急.1調査罰設計等の精度向上に係る縮減
（地質調査等の箱度向上に伴う貯水池周辺における地すべり等の対策の減)…(約▲47億円）

■貯水池周辺の地すべり等対策において､平成21年に定められた新たな技術指針※に基づきダム検証時では11
箇所(うち1箇所対策済)が対策を必要とする可能性のある箇所としていました｡その後､平成25年度から専門家
の意見を聴きながら地すべり等対策の必要な調査等を進めた結果､対策箇所を6箇所(うち1箇所対策済)に限定
しました。

○地淋り検討･対策箇所一覧 ダム櫓歴誇 購壷の麓墨

同:ダﾑ検鯉碕の地すべり封簸ｴ溌必異とす愚可能膣が麓愚地区
『ﾛ｡-酉･ロー
i≦＝≦3 $ダﾑ検”の未圃轄堆穣物料簡対烈工を必要とする可能性がある地区

●②：対策必要箇所 ○○：対簸不要箇諭

対蹴工法
（察）

鍵土工
禅き憂毒十手

二社平〈川瓢迩》

準エ
挿さ患盛土範
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損饗鏡工
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勉
背
撫
り
等
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に〉
傭土工

押さえ蕊土工
白淵股(横幾

久轟淀(＃）

蕊社単
論調

棒さえ塵土工
川麗蜂久森沢 ！

久々戸(喪野漂>|押さえ蓬垂工

川凍jw(D 押さえ肇土エ

川睡② ｜押さえ窪土工
川原灘 ｜瀝晃盛土エ
ケ欄健 ｜押さえ睡士宝

林 ｜押さえ悪士丞

I
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地すべり対策（イメージ図）久々戸

地すべり土塊の末端部に蓬土を行うこ

とにより､地すべり講動力に抵抗する力
を増加させ､地すべりを防止

地すべり土塊の爾部の荷五を除去す

ることにより地すべりの湯動力を紙減さ
せ_地すべりを防止

小倉
(対策済） 白岩涙

ｉ
ｌ

O騒搾戦縮齢鞭の塞な内幕
l航空レー鋸撫獅馬よる埴瀞判穂偲輪腐向上
2廟晶質ポｰりﾝグにIk綱感くり閲判窟の鮪鷹向上
3漫撞琉縦析侭よ＆間隙水塵の擢瞥蕊の購度間上 排土工〔イメージ図） 工(イメージ

42識新たな術計'『貯水池閥辺の地すべり鰻査と討議に閲する技術謂針く調重詞解説』平成21年7月園土交通省河川局治水篠

対鞭工法
f室ｶ ー

脚さえ壷土工

押さえ盛土餌

1W土工
擁
猶

樵土工
神さえ礎土龍

対叢不要

神さえ壷土工

封蜜不要
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…遁垂
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嘩
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覗計雨で
見込んでい“塵

区

柑針(案)に熟づく
怠檎の結果

追加された地区

心すべり

埴すべり

適すぺり

地すべり

亀すべり

増ずぺり

未閲鮪堆柵

喉囲健堪犠1

未園鯖埋碩1



八ｼ場ダム建設事業工程表 資料E

精査中

｜ 項目 I 当初(第4回変更） ’ 変更(案） ’

｜ ェ期 ’工期 ’ ’昭和42年度から平成31年度までの予定 昭和42年度から平成31年度までの予定

－：当初〈第4回変更）

：変更く案）
工程の錆査

▽
》工種｜“リ H25隼震 I = 卜燭年度 H27年度 H29年度 I H30年度 I H31年度
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この工程表は､事業完或までの逸め方⑳概ねの目安を示したものであり､実際の各工程は現地の状況等により変更となる可能性があります｡
補償の工程は､本体エ事綜への影轡しない般大限の工態を表したものであり､実際の工程は短縮される可能性があります。


